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１．コミュニティ助成事業とは

２．令和３年度実績
令和３年度の宝くじ助成を受け、潮静町内会災害対策委員会がブラックアウトに備え
た防災備蓄資機材の整備を行いました。
留萌市の指定避難所である、「潮静住民センター」において、安全安心な避難所運営
に活用するため、厳冬期の大規模停電の発生に備え、可搬型発電機やストーブ、水用
ポリタンクなどの防災資機材の備蓄事業を実施しました。

３．助成金を活用して整備した防災資機材（一部）

▲灯油式ストーブ（写真左上）

　水用ポリタンク（〃右上）

　可搬型発電機（〃左下）

▲

一般財団法人自治総合センターを通じ、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじ
の受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助成事業です。コミュニ
ティ活動に必要な備品や集会施設の整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり、
地域文化への支援や地域の国際化推進および活力ある地域づ
くりなどに対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充
実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福
祉の向上に寄与するための事業を行っています。


